
化学工学会関東地区学生会 活動報告書（７月） 

 

企画名 
東京農工大学 MOT 中村昌

まさ

允
よし

 先生による講演会 

『化学産業の生き残りと技術リスクマネジメント』 

幹事大学 早稲田大学･東京農工大学 

 

目的 

化学メーカーにて長年プロセス・研究開発に携わってこられた中村先生に、日

本の化学産業の現状と新規技術開発プラントでの爆発事故の体験を講演して

頂き、技術者・研究者として必要な安全とリスクに対する向き合い方と、求め

られる使命について考える機会を提供する。 

日時 平成 21 年 7 月 18 日(土) 

会費 ・講演会 無料  

・懇親会 2000 円(中村先生は無料) 

 慶應大：3(2)人 工学院大：5(1)人 芝浦工大：9(2)人 

千葉工大：7(6)人  東工大：5(3)人 東農工大：16(12)人 

  日大：7(7)人  法政大：3(1)人 横浜国大：4(4)人 

参加人数 

()は懇親会

参加者 

早稲田大：1(1)人   

企画名 中村先生の講演会 

時間 15：00 ～ 17：25 場所 農工大小金井キャンパス 

L1151 教室 

 

 

企画内容 

（前半） 15:00 ～ 17:00 中村先生による講演 

17:00 ～ 17:25  講演内容に関する質疑応答 

企画名 懇親会＆ビンゴ大会 

時間 17：30 ～ 19：30 場所 農工大生協第二食堂 

 

企画内容 

（後半） 中村先生を交えた立食形式の懇親会を行った。 

他大学の学生との親睦を深めるため、ビンゴ大会を開催した。 

会費合計 83,000 円 費用合計 89,340 円 

 

 

費用内訳 

(収入) 会費 ￥78,000（39人）、北島先生 ￥5,000  ・・・ 計 ￥83,000 

(支出) 料理代 ￥58,215、酒･ドリンク代 ￥20,881 、雑費 ￥819  

景品代  ￥4,850、花代 ￥3,000、菓子代 ￥1,575 

               ・・・ 計 ￥89,340 

補助金 6,340 円 

補助金 

使用内訳 

景品、花、菓子代費用の不足分として使用 

 

 



 

反省点 

・司会の段取りが悪く、会を円滑に進められなかった。 

・会場の室温管理、途中休憩の不足など、運営側として参加者の集中力を切ら

さない為の配慮が足りなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他大からの 

感想 

(講演会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(良かった点) 

・コア技術を持った企業が強いなど，これから就職活動をする上でとても参考

になる話を聴くことができて良かった。 

・企業経験のある先生のお話だったので、これから就活をする学生にも興味を

持ってもらいやすかったと思う。 

・実際の企業の戦略，事故を起こした後の反省の仕方を聞けて参考になった。 

・師匠を持つことの大切さを改めて思った。 

・失敗の経験があるからこそ成長できることを知った。 

・化学工学を学んでいる学生の意欲が鼓舞される内容だった。 

・事故の当事者本人の実体験に沿った話だったのでイメージがし易く、貴重な

経験ができた。 

・リスクの捉え方、回避の仕方などを学べた。 

・研究における、提案や主張の重要性を感じた。 

・ＭＯＴ、安全という特に企業での活動において根本的かつ重要性の非常に高

い興味深い講演内容だった。 

・ＭＯＴの先生からお話を伺う事で、技術者がいかに経営能力を必要とされて

いるのかを実感でき、これから自分が何をすべきかが明白になった。 

・安全化学という、大学の授業では教えてもらう機会の少ないが、とても重要

なことを教えて頂けたので、普段とは違う視点でプラント設計などを学ぶこ

とができた。 

・学生にもとてもわかりやすい内容、話の進め方だったので、とても有意義な

時間を過ごすことができた。 

・日本の化学業界の現状について知れた。 

・とても臨場感のある講演で興味深かった。 

・発表内容のスライド資料が配られたこと。 

・運営係の方々がとても親切だった。 

・学生から質問もあり、活発だった。 

(悪かった点) 

・講演時間が長かったので集中しきれなかった。 

・部屋が暑かった。 

・設定時間が少し短かったかもしれない。 

（終盤、先生が話したかった内容が少し省略されてしまった。） 

・時間延長は仕方がないと思うが、終了予定時刻になったときに後半の懇談会



 

 

 

 

 

 

には出席しない人たちへのアナウンスが必要だった。 

・企画の趣旨とは外れるが、事故や失敗だけではなく、成功体験についても聞

きたかった。 

・スライドが一部分かりづらい部分があった。 

・マイクの音量が少し小さく、聞き取りづらい部分があった。 

・講演に対する質疑応答の時間の割合が短かった。 

 

 

 

 

 

 

他大からの

感想 

(懇親会) 

(良かった点) 

・ビンゴ大会があったことで，話すきっかけが生まれたこと。 

・料理がおいしく、料理・酒類は丁度良い量だった。 

・幹部への特別ルールが面白かった。 

・講演の内容を先生や同分野を学ぶ者同士で気軽にディスカッションできる雰

囲気が良かった。 

・ビンゴ企画が面白かった（３番を引いたのはファイプレー） 

・他大学との学生で交流があり、盛り上がっていた。 

・先生を交えての懇親会だったので、個人的にもお話させて頂けて、得るもの

が大きかった。 

(悪かった点) 

・ビンゴゲームは時間が掛かり過ぎだった。 

・景品がない状態でもビンゴを続けたこと。 

・同じ大学同士で固まってしまっていたので、消極的な学生でも交流を深めら

れるような工夫がもっと必要。 
（その点で、ビンゴゲームは有効的な方法だと思った） 

備考  

 


